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監査の結果により講じた措置について 

 

 地方自治法（昭和22年法律第67号）第199条第12項の規定に基づき、神奈川県知事から監

査の結果により措置を講じた旨の通知があったので、その内容を公表する。 
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１ 監査実施箇所名 

神奈川県南県税事務所 

２ 監査実施日 

平成24年４月24日（平成24年３月21日職員調査） 

３ 監査の結果に関する報告の公表 

平成24年11月２日（神奈川県公報号外第81号）神奈川県監査委員公表第13号 

４ 監査の結果及び講じた措置の内容 

監査の結果 措置の内容 

（指導事項） 

税務事務において、個人事業税の定期

課税に当たり、税額の算定に誤りがあ

り、１件、10,400円を過少に、１件、

6,600円を過大に徴収していた。 

 

指導事項については、複数の職員による確

認が不十分であったことによるものである。 

課税額が過少であったものについては、不

足額について新たに決定し、納税義務者から

平成24年5月9日に納付された。 

また、課税額が過大であったものについて

は、同月24日に納税義務者に還付した。 

今後は、このようなことがないよう、複数

の職員による確認を徹底することにより、適

正な事務執行に努めることとした。 

 

 

１ 監査実施箇所名 

神奈川県厚木県税事務所 

２ 監査実施日 

平成24年６月５日（平成24年４月23日職員調査） 

３ 監査の結果に関する報告の公表 

平成24年11月２日（神奈川県公報号外第81号）神奈川県監査委員公表第13号 

４ 監査の結果及び講じた措置の内容 

監査の結果 措置の内容 

（指導事項） 

支出事務において、社会保険料の納付

に当たり、事業主負担分の支払が遅延し

たため、納付期限後に納付しているもの

 

指導事項については、社会保険料関連法令

に関する理解及び進行管理が不十分であった

ことによるものである。 



があった。また、本人負担分の払出手続

の遅延により、納付期限後に納付してい

るものがあった。 

今後は、このようなことがないよう、関連

法令に関する理解の向上を図るとともに、執

行状況等を複数の職員で確認することを徹底

し、適正な事務執行に努めることとした。 

 

 

１ 監査実施箇所名 

総務局総務部 

２ 監査実施日 

平成24年８月30日（平成24年７月20日及び同月23日職員調査） 

３ 監査の結果に関する報告の公表 

平成24年11月２日（神奈川県公報号外第81号）神奈川県監査委員公表第13号 

４ 監査の結果及び講じた措置の内容 

監査の結果 措置の内容 

（指摘事項） 

１ 支出事務において、全国町・字ファ

イル保守委託の支払に当たり、政府契

約の支払遅延防止等に関する法律に定

められた対価の支払時期を超えて支払

っているものがあった。（経理課） 

２ 次のとおり誤りがあり、事務処理が

著しく不適切であった。（市町村行政

課） 

(1) 支出事務において、選挙管理委員

等の報酬等に関する条例に基づく委

員報酬に、所定の支給日から著しく

遅れて支払っているものがあった。

また、旅費についても支給が著しく

遅延しているものがあった。 

(2) 契約事務において、統一地方選挙

に係る啓発用ポスター鉄道駅掲出業

務委託の完了検査が適切に行われて

いなかった。 

 

１ 指摘事項については、進行管理が不十分

であったことによるものである。 

今後は、このようなことがないよう、経

理課及び事業課間で情報を共有し、複数の

職員による確認を一層徹底することによ

り、適正な事務執行に努めることとした。 

２ 指摘事項については、次のとおり措置し

た。 

(1) 支出事務については、進行管理が不十

分であったことによるものである。 

今後は、このようなことがないよう、

委員会開催状況確認のための管理簿を作

成し、複数職員による確認を強化するこ

とにより、適正な事務執行に努めること

とした。 

(2) 契約事務については、財務関係規定の

理解が不足していたこと及び市町村行政

課の管理部門及び経理課における確認が

不十分であったことによるものである。 

今後は、このようなことがないよう、

規定の周知徹底を図るとともに、複数職

員による確認を強化することにより、適

正な事務執行に努めることとした。 

 

 

１ 監査実施箇所名 

総務局組織人材部 

２ 監査実施日 

平成24年８月30日（平成24年７月24日及び同月25日職員調査） 

３ 監査の結果に関する報告の公表 

平成24年11月２日（神奈川県公報号外第81号）神奈川県監査委員公表第13号 

４ 監査の結果及び講じた措置の内容 

監査の結果 措置の内容 



（指摘事項） 

１ 契約事務において、委託契約に基づ

く個人情報保護等に係る提出書類を受

託者から受領していないものがあっ

た。（人材課） 

２ 支出事務において、電子計算機入力

データ作成業務委託の支払に当たり、

政府契約の支払遅延防止等に関する法

律に定められた対価の支払時期を超え

て支払っていた。（労務給与課） 

 

１ 指摘事項については、受託者からの提出

書類の受領確認など進行管理が不十分であ

ったため、提出書類を受領していなかった

ことによるものである。 

今後は、このようなことがないよう、提

出書類の受領確認の徹底を図るとともに、

複数の職員による確認を強化することによ

り、適正な事務執行に努めることとした。 

２ 指摘事項については、予算の執行所属と

成果品の納入所属が異なっており、経理処

理における連携が不足していたため発生し

たものである。 

今後は、このようなことがないよう、関

係所属間の連携強化を図るとともに、複数

の職員による経理処理の確認を徹底するこ

とにより、適正な事務執行に努めることと

した。 

 

 

１ 監査実施箇所名 

総務局情報統計部 

２ 監査実施日 

平成24年８月30日（平成24年７月26日及び同月27日職員調査） 

３ 監査の結果に関する報告の公表 

平成24年11月２日（神奈川県公報号外第81号）神奈川県監査委員公表第13号 

４ 監査の結果及び講じた措置の内容 

監査の結果 措置の内容 

（指摘事項） 

支出事務において、全国町・字ファイ

ル保守業務委託ほか１件の支払に当た

り、政府契約の支払遅延防止等に関する

法律に定められた対価の支払時期を超え

て支払っているものがあった。（情報シ

ステム課） 

 

指摘事項については、進行管理が不十分で

あったことによるものである。 

今後は、このようなことがないよう、経理

課及び事業課間で情報を共有し、複数の職員

による確認を一層徹底することにより、適正

な事務執行に努めることとした。 

 

 

１ 監査実施箇所名 

県民局くらし文化部 

２ 監査実施日 

平成24年７月25日（平成24年６月12日から同月15日まで職員調査） 

３ 監査の結果に関する報告の公表 

平成24年11月２日（神奈川県公報号外第81号）神奈川県監査委員公表第13号 

４ 監査の結果及び講じた措置の内容 

監査の結果 措置の内容 

（指摘事項） 

物品管理事務において、おむつ交換台

など備品９点が備品台帳に記録されてい

 

指摘事項については、備品台帳への記録に

当たり、複数職員による確認が不十分であっ



なかった。（文化課） たことによるものであり、職員調査終了後、

直ちに備品台帳に記録した。 

今後は、このようなことがないよう、備品

台帳操作マニュアルに基づく手順を遵守する

とともに、複数職員による確認の徹底を図

り、適正な事務執行に努めることとした。 

 

 

１ 監査実施箇所名 

環境農政局総務部 

２ 監査実施日 

平成24年８月23日（平成24年７月17日職員調査） 

３ 監査の結果に関する報告の公表 

平成24年11月２日（神奈川県公報号外第81号）神奈川県監査委員公表第13号 

４ 監査の結果及び講じた措置の内容 

監査の結果 措置の内容 

（指摘事項） 

次のとおり誤りがあり、事務処理が著

しく不適切であった。（経理課） 

１ 収入事務において、産業廃棄物最終

処分場処理手数料の督促状の発行に当

たり、指定期限を所定より早期に設定

しているものがあった。 

２ 歳計外現金事務において、源泉所得

税を法定期限後に納付したため、延滞

税2,200円を支払っているものがあっ

た。 

 

指摘事項については、次のとおり措置し

た。 

１ 収入事務については、神奈川県財務規則

の理解が不十分であったため、督促状の指

定期限の設定を誤ったことによるものであ

る。 

今後は、このようなことがないよう、規

則の理解の向上を図るとともに、複数の職

員による確認体制を強化することにより、

適正な事務執行に努めることとした。 

２ 歳計外現金事務については、所得税法の

理解が不十分であったため、源泉徴収事務

が適正に行われておらず、延滞税が生じた

ものである。 

今後は、このようなことがないよう、関

係法令の理解の向上を図り、適正な源泉徴

収事務の遂行を徹底するとともに、複数の

職員による確認体制を強化することによ

り、適正な事務執行に努めることとした。 

 

 

１ 監査実施箇所名 

環境農政局水・緑部 

２ 監査実施日 

平成24年８月23日（平成24年７月６日、同月９日及び同月10日職員調査） 

３ 監査の結果に関する報告の公表 

平成24年11月２日（神奈川県公報号外第81号）神奈川県監査委員公表第13号 

４ 監査の結果及び講じた措置の内容 

監査の結果 措置の内容 

（指摘事項） 

契約事務において、委託契約に基づく

 

指摘事項については、契約内容の確認が不



提出書類を受託者から受領していないも

のがあった。（森林再生課） 

十分であったことによるものである。 

今後は、このようなことがないよう、点検

表を作成することとし、複数の職員による確

認体制を強化することにより、適正な事務執

行に努めることとした。 

 

 

１ 監査実施箇所名 

神奈川県水産技術センター 

２ 監査実施日 

平成24年３月22日（平成24年３月21日及び同月22日職員調査） 

３ 監査の結果に関する報告の公表 

平成24年11月２日（神奈川県公報号外第81号）神奈川県監査委員公表第13号 

４ 監査の結果及び講じた措置の内容 

監査の結果 措置の内容 

（指導事項） 

契約事務において、神奈川県財務規則

の規定に基づき契約書を作成すべき契約

金額であるにもかかわらず、契約書を省

略しているものがあった。 

 

指導事項については、神奈川県財務規則の

理解が不十分であったことによるものであ

る。 

今後は、このようなことがないよう、規則

の理解の向上を図るとともに、複数の職員に

よる確認体制を強化し、適正な事務執行に努

めることとした。 

 

 

１ 監査実施箇所名 

神奈川県水産技術センター内水面試験場 

２ 監査実施日 

平成24年３月22日（平成24年３月19日職員調査） 

３ 監査の結果に関する報告の公表 

平成24年11月２日（神奈川県公報号外第81号）神奈川県監査委員公表第13号 

４ 監査の結果及び講じた措置の内容 

監査の結果 措置の内容 

（指導事項） 

支出事務において、作業環境測定業務

委託料ほか６件について、履行確認後３

月を超えて支払っていた。 

 

指導事項については、進行管理が不十分で

あったことによるものである。 

今後は、このようなことがないよう、支出

執行状況表を活用した定期的な履行確認を行

うとともに、適切な期間内の支払状況を確認

できるよう、年間契約における執行状況表を

備えることにより、適正な事務執行に努める

こととした。 

 

 

１ 監査実施箇所名 

神奈川県西部漁港事務所 

２ 監査実施日 

平成24年７月５日（平成24年３月15日及び同月16日職員調査） 



３ 監査の結果に関する報告の公表 

平成24年11月２日（神奈川県公報号外第81号）神奈川県監査委員公表第13号 

４ 監査の結果及び講じた措置の内容 

監査の結果 措置の内容 

（指導事項） 

契約事務において、政府契約の支払遅

延防止等に関する法律に定められた時期

までに完了検査を行っていないものがあ

った。 

 

指導事項については、進行管理が不十分で

あったことによるものである。 

今後は、このようなことがないよう、緊急

即応工事等について進行管理表を作成するこ

ととし、一元的な進行管理と情報の共有化を

図り、適正な事務執行に努めることとした。 

 

 

１ 監査実施箇所名 

神奈川県農業技術センターかながわ農業アカデミー 

２ 監査実施日 

平成24年６月８日（平成24年３月１日職員調査） 

３ 監査の結果に関する報告の公表 

平成24年11月２日（神奈川県公報号外第81号）神奈川県監査委員公表第13号 

４ 監査の結果及び講じた措置の内容 

監査の結果 措置の内容 

（指導事項） 

収入事務において、期限までに納付さ

れなかった研修受講料等について、督促

状を発行していないものが１件、発行の

期限を過ぎているものが多数あった。 

 

指導事項については、神奈川県財務規則等

関係規定の理解が不十分であったことによる

ものである。 

今後は、このようなことがないよう、関係

規定の周知徹底を図るとともに、複数の職員

による確認体制を強化することにより、適正

な事務執行に努めることとした。 

 

 

１ 監査実施箇所名 

保健福祉局総務部 

２ 監査実施日 

平成24年８月21日（平成24年７月12日及び同月13日職員調査） 

３ 監査の結果に関する報告の公表 

平成24年11月２日（神奈川県公報号外第81号）神奈川県監査委員公表第13号 

４ 監査の結果及び講じた措置の内容 

監査の結果 措置の内容 

（指摘事項） 

１ 収入事務において、行政財産の目的

外使用許可に伴う光熱費の立替収入に

当たり、12件、12,227円を過大に徴収

していた。（総務課） 

２ 契約事務において、次のとおり誤り

があり、事務処理が著しく不適切であ

った。（経理課） 

 

指摘事項については、次のとおり措置し

た。 

１ 収入事務については、平成22年度に変更

した使用許可面積に係る事務引継及び調定

に当たっての複数の職員による確認が不十

分であったことによるものであり、過大徴

収分については、使用許可先に平成24年８



(1) 工事請負に係る再度公告入札に当

たり、神奈川県財務規則運用通知で

定める要件に該当しないにもかかわ

らず、予定価格を変更しているもの

があった。 

(2) 委託契約に基づく個人情報保護に

係る提出書類を受託者から受領して

いないものがあった。 

月21日に還付した。 

今後は、このようなことがないよう、事

務引継を徹底するとともに、複数の職員に

よる確認体制をより一層強化することによ

り、適正な事務執行に努めることとした。 

２ 契約事務については、次のとおりであ

る。 

(1) 予定価格の変更については、財務関係

規定の理解が不十分であったことによる

ものである。 

今後は、このようなことがないよう、

財務関係規定の周知徹底を図ることによ

り、適正な事務執行に努めることとし

た。 

(2) 書類の未受領については、局内各課へ

の指導徹底及び確認が不十分であったこ

とによるものである。 

今後は、このようなことがないよう、

局内各課に対し、適正な届出の指導徹底

を図るとともに、複数職員による確認体

制を強化することにより、適正な事務執

行に努めることとした。 

 

 

１ 監査実施箇所名 

保健福祉局総務部 

２ 監査実施日 

平成24年７月19日（平成24年５月30日及び同月31日職員調査） 

３ 監査の結果に関する報告の公表 

平成24年11月２日（神奈川県公報号外第81号）神奈川県監査委員公表第13号 

４ 監査の結果及び講じた措置の内容 

監査の結果 措置の内容 

（指摘事項） 

支出事務において、神奈川県立汐見台

病院の手数料等徴収事務委託契約に基づ

く指定管理料について、支出等に係る会

計年度の区分を誤っているものがあっ

た。また、当該委託契約において、公舎

使用料等の徴収に関する事務が委託対象

に含まれていなかった。（病院事業課） 

 

指摘事項の会計年度の区分誤りについて

は、年度区分の確認が不十分であったことに

よるものである。 

また、徴収事務委託契約書の不備について

は、契約内容の確認が不十分であったことに

よるものであり、平成24年11月12日に所要の

変更契約を行った。 

今後は、このようなことがないよう、複数

の職員による確認を徹底することにより、適

正な事務執行に努めることとした。 

 

 

１ 監査実施箇所名 

保健福祉局地域保健福祉部 

２ 監査実施日 

平成24年８月21日（平成24年６月28日及び同月29日職員調査） 



３ 監査の結果に関する報告の公表 

平成24年11月２日（神奈川県公報号外第81号）神奈川県監査委員公表第13号 

４ 監査の結果及び講じた措置の内容 

監査の結果 措置の内容 

（指摘事項） 

収入事務において、看護師等修学資金

貸付金の返納に係る督促状の発行に当た

り、指定期限を誤っているものが12件あ

った。（保健福祉人材課） 

 

指摘事項については、神奈川県財務規則の

理解が不十分であったことによるものであ

る。 

今後は、このようなことがないよう、規則

の周知徹底を図るとともに、複数の職員によ

る確認を徹底することにより、適正な事務執

行に努めることとした。 

 

 

１ 監査実施箇所名 

保健福祉局保健医療部 

２ 監査実施日 

平成24年８月21日（平成24年７月２日から同月４日まで職員調査） 

３ 監査の結果に関する報告の公表 

平成24年11月２日（神奈川県公報号外第81号）神奈川県監査委員公表第13号 

４ 監査の結果及び講じた措置の内容 

監査の結果 措置の内容 

（指摘事項） 

１ 予算の執行において、東日本大震災

の被災地支援のため平成22年度に借り

上げた大型バスの借上料を平成23年度

予算で執行しているものがあった。

（健康危機管理課） 

２ 契約事務において、委託契約に基づ

く個人情報保護に係る提出書類を受託

者から受領していないものがあった。

（健康増進課、保健予防課、医療課） 

３ 庶務事務において、日々雇用職員の

雇用に当たり、雇用書に記載された雇

用期間とは異なる日に勤務させてい

た。また、賃金18,160円を過大に支給

していた。（医療課） 

 

指摘事項については、次のとおり措置し

た。 

１ 予算の執行については、進行管理及び担

当者間の連絡調整が不十分であったことに

よるものである。 

今後は、このようなことがないよう、事

業課及び経理課の連絡調整を綿密に行うと

ともに、複数の職員による確認を徹底する

ことにより、適正な事務執行に努めること

とした。 

２ 契約事務については、契約内容の理解及

び進行管理が不十分であったことによるも

のである。 

今後は、このようなことがないよう、契

約内容の理解の向上のため課内研修などを

実施するとともに、進行管理を複数の職員

で行うことにより、適正な事務執行に努め

ることとした。 

３ 日々雇用職員の賃金については、平成24

年10月19日に本人から返納された。 

今後は、このようなことがないよう、雇

用関係規定の周知徹底を図るとともに、職

員の勤務状況について、複数の職員による

確認を徹底することにより、適正な事務執

行に努めることとした。 



 

 

１ 監査実施箇所名 

保健福祉局福祉・次世代育成部 

２ 監査実施日 

平成24年８月22日（平成24年７月５日、同月６日及び同月９日職員調査） 

３ 監査の結果に関する報告の公表 

平成24年11月２日（神奈川県公報号外第81号）神奈川県監査委員公表第13号 

４ 監査の結果及び講じた措置の内容 

監査の結果 措置の内容 

（指摘事項） 

契約事務において、工事監理業務委託

の執行に当たり、監理の対象となる工事

の期間を延長したにもかかわらず、監理

業務の履行期間を変更する契約を行わな

かったため、委託業務の一部が履行期間

満了後に実施されるなど事務処理が不適

切なものがあった。（子ども家庭課） 

 

指摘事項については、契約内容の理解が不

十分であったことによるものである。 

今後は、このようなことがないよう、契約

内容の周知徹底を図るとともに、工事と監理

業務といった関連する業務については、書類

の整理や事務執行を事業単位で確認すること

により、適正な事務執行に努めることとし

た。 

 

 

１ 監査実施箇所名 

神奈川県鎌倉保健福祉事務所 

２ 監査実施日 

平成24年６月11日（平成24年３月28日及び同月29日職員調査） 

３ 監査の結果に関する報告の公表 

平成24年11月２日（神奈川県公報号外第81号）神奈川県監査委員公表第13号 

４ 監査の結果及び講じた措置の内容 

監査の結果 措置の内容 

（指導事項） 

次のとおり、事務処理が著しく不適切

であった。 

１ 契約事務において、次のとおり誤り

があった。 

(1) 夜間休日庁舎警備業務委託等の契

約の締結に当たり、見積合せを行う

べきところ、一者からのみ見積書を

徴して契約を締結していた。 

(2) 要介護状態等の審査判定に係る業

務委託契約の締結に当たり、自動更

新の条項を設けていた。 

２ 収入事務において、未熟児養育費負

担金及び衛生研究所試験検査手数料の

徴収に当たり、期限までに納付しない

者に対し、督促状を発行していないも

のが４件あった。 

３ 庶務事務において、日々雇用職員の

雇用に当たり、基本報酬額（日額）を

 

指導事項については、次のとおり措置し

た。 

１ 契約事務については、次のとおりであ

る。 

(1) 見積合せの未実施については、財務関

係規定の理解が不十分であったことによ

るものである。 

今後は、このようなことがないよう、

財務関係規定の周知徹底を図るととも

に、複数職員による確認を強化すること

により、適正な事務執行に努めることと

した。 

(2) 設定すべきでなかった自動更新条項に

ついては、契約内容の確認が不十分であ

ったことによるものであり、平成24年度

からは単年度契約に改めた。 

今後は、このようなことがないよう、

財務関係規定の周知徹底を図るととも



誤った雇用書を交付したため、１件、

13,090円を過少に支給していた。 

に、複数職員による確認を強化すること

により、適正な事務執行に努めることと

した。 

２ 収入事務については、神奈川県財務規則

の理解が不十分であったことによるもので

ある。 

今後は、このようなことがないよう、規

則の周知徹底を図るとともに、複数職員に

よる確認を強化することにより、適正な事

務執行に努めることとした。 

３ 日々雇用職員の賃金については、平成24

年４月13日に本人に支給した。 

今後は、このようなことがないよう、複

数職員による確認を強化することにより、

適正な事務執行に努めることとした。 

 

 

１ 監査実施箇所名 

神奈川県中央児童相談所 

２ 監査実施日 

平成24年５月25日（平成24年５月23日から同月25日まで職員調査） 

３ 監査の結果に関する報告の公表 

平成24年11月２日（神奈川県公報号外第81号）神奈川県監査委員公表第13号 

４ 監査の結果及び講じた措置の内容 

監査の結果 措置の内容 

（指導事項） 

収入事務において、次のとおり誤りが

あり、事務処理が著しく不適切であっ

た。 

１ 児童保護措置費自己負担金の徴収に

当たり、収入の調定を行っていないも

のがあった。 

２ 障害児保護措置費自己負担金の徴収

に当たり、期限までに納付しない者に

対し、神奈川県財務規則で定める期日

までに督促状を送付していないものが

あった。 

 

指導事項の収入事務については、次のとお

り措置した。 

１ 収入の調定もれについては、自己負担金

管理台帳の確認体制が不十分であったこと

によるものである。 

今後は、このようなことがないよう、管

理台帳の様式を見直すとともに、担当者全

員による台帳の記載内容の確認を毎月行う

よう徹底することにより、適正な事務執行

に努めることとした。 

２ 督促状の遅延については、進行管理が不

十分であったことによるものである。 

今後は、このようなことがないよう、財

務規則の周知徹底を図るとともに、確認表

への記載及び複数職員による相互管理を徹

底することにより、適正な事務執行に努め

ることとした。 

 

 

１ 監査実施箇所名 

神奈川県厚木児童相談所 

２ 監査実施日 

平成24年６月19日（平成24年３月１日職員調査） 



３ 監査の結果に関する報告の公表 

平成24年11月２日（神奈川県公報号外第81号）神奈川県監査委員公表第13号 

４ 監査の結果及び講じた措置の内容 

監査の結果 措置の内容 

（指導事項） 

庶務事務において、次のとおり誤りが

あり、事務処理が著しく不適切であっ

た。 

１ 非常勤職員の報酬の支給に当たり、

医師２名の基準報酬額を誤るととも

に、支給対象者を誤った月があり、

77,072円を過大に、63,972円を過少に

支払っていた。 

２ 非常勤職員の通勤手当の支給に当た

り、算定方法を誤っているものがあ

り、1,241円を過少に支給していた。 

 

指導事項については、次のとおり措置し

た。 

１ 非常勤職員の報酬については、過大支給

分は平成24年４月４日及び同月５日に本人

から返納され、過少支給分は平成24年３月

30日に本人に支給した。 

今後は、このようなことがないよう、複

数の職員による確認体制を徹底することに

より、適正な事務執行に努めることとし

た。 

２ 非常勤職員の通勤手当については、平成

24年３月７日に本人に支給した。 

今後は、このようなことがないよう、複

数の職員による確認体制を徹底することに

より、適正な事務執行に努めることとし

た。 

 

 

１ 監査実施箇所名 

神奈川県立おおいそ学園 

２ 監査実施日 

平成24年６月８日（平成24年２月10日職員調査） 

３ 監査の結果に関する報告の公表 

平成24年11月２日（神奈川県公報号外第81号）神奈川県監査委員公表第13号 

４ 監査の結果及び講じた措置の内容 

監査の結果 措置の内容 

（指導事項） 

次のとおり誤りがあり、事務処理が著

しく不適切であった。 

１ 収入事務において、現金領収した来

園者賄給食代等について、収入に係る

調定を行っていなかった。 

２ 庶務事務において、日々雇用職員の

雇用に当たり、基本報酬額（日額）を

誤った雇用書を交付したため、１件、

1,400円を過大に支給していた。 

 

指導事項については、次のとおり措置し

た。 

１ 収入事務については、神奈川県財務規則

の理解が不十分であったことによるもので

ある。 

今後は、このようなことがないよう、規

則の周知徹底を図ることにより、適正な事

務執行に努めることとした。 

２ 日々雇用職員の賃金については、平成24

年８月１日に本人から返納された。 

今後は、このようなことがないよう、資

格要件等の確認に際し、本庁と十分に調整

するとともに、複数職員による確認を強化

することにより、適正な事務執行に努める

こととした。 

 



 

１ 監査実施箇所名 

神奈川県立保健福祉大学 

２ 監査実施日 

平成24年５月17日（平成24年５月16日及び同月17日職員調査） 

３ 監査の結果に関する報告の公表 

平成24年11月２日（神奈川県公報号外第81号）神奈川県監査委員公表第13号 

４ 監査の結果及び講じた措置の内容 

監査の結果 措置の内容 

（指導事項） 

次のとおり誤りがあり、事務処理が著

しく不適切であった。 

１ 契約事務において、メディカルオン

ライン利用契約の履行確認に当たり、

神奈川県財務規則に定める検査に関す

る調書を作成していなかった。 

２ 庶務事務において、職員被服貸与規

程に基づく職員貸与被服整理簿を整備

していなかった。 

 

指導事項については、次のとおり措置し

た。 

１ 契約事務については、神奈川県財務規則

の理解が不十分であったことによるもので

ある。 

今後は、このようなことがないよう、規

則の周知徹底を図ることにより、適正な事

務執行に努めることとした。 

２ 庶務事務については、神奈川県職員被服

貸与規程の理解が不十分であったことによ

るものであり、職員貸与被服整理簿につい

ては、平成24年６月１日付けで整備を完了

した。 

今後は、このようなことがないよう、規

程の周知徹底を図ることにより、適正な事

務執行に努めることとした。 

 

 

１ 監査実施箇所名 

神奈川県立保健福祉大学実践教育センター 

２ 監査実施日 

平成24年５月17日（平成24年５月15日職員調査） 

３ 監査の結果に関する報告の公表 

平成24年11月２日（神奈川県公報号外第81号）神奈川県監査委員公表第13号 

４ 監査の結果及び講じた措置の内容 

監査の結果 措置の内容 

（指導事項） 

庶務事務において、非常勤職員の通勤

手当の支給に当たり、４件、10,953円を

支給していなかった。 

 

指導事項の非常勤職員の通勤手当について

は、平成24年７月８日に本人に支給した。 

今後は、このようなことがないよう、複数

の職員による確認を一層徹底することによ

り、適正な事務執行に努めることとした。 

 

 

１ 監査実施箇所名 

商工労働局労働部 

２ 監査実施日 

平成24年７月31日（平成24年６月27日から同月29日まで職員調査） 



３ 監査の結果に関する報告の公表 

平成24年11月２日（神奈川県公報号外第81号）神奈川県監査委員公表第13号 

４ 監査の結果及び講じた措置の内容 

監査の結果 措置の内容 

（指摘事項） 

１ 補助金交付事務において、補助事業

者から報告のあった補助事業に係る消

費税仕入控除税額に算定誤りがあり、

補助金返還額が21,249円不足している

ものがあった。（労政福祉課） 

２ 次のとおり誤りがあり、事務処理が

著しく不適切であった。（産業人材

課） 

(1) 契約事務において、仕様と異なる

内容で積算した設計額を基に予定価

格を設定しているものがあった。 

(2) 財産管理事務において、管理指定

普通財産の貸付けに当たり、貸付料

の算定を誤ったため、１件、

326,928円が徴収不足となってい

た。 

 

１ 指摘事項については、職員の補助金交付

関係通知の理解が不十分であったことによ

るものである。返還不足分については、速

やかに額の確定等を行い、平成24年７月31

日付けで補助事業者から返還を受けた。 

今後は、このようなことがないよう、関

係法規及び関係通知の周知徹底を図り、適

正な事務執行に努めることとした。 

２ 指摘事項については、次のとおり措置し

た。 

(1) 契約事務については、設計内容が契約

の仕様に基づいているかの確認が不十分

であったことによるものである。 

今後は、このようなことがないよう、

設計額の積算と仕様の内容を、複数職員

により確認することを徹底し、適正な事

務執行に努めることとした。 

(2) 財産管理事務については、神奈川県県

有財産規則等の理解が不十分であったた

め、貸付料の算定を誤ったことによるも

のである。 

今後は、このようなことがないよう、

関係規則等の理解の向上を図り、複数の

職員で確認することにより、適正な事務

執行に努めることとした。 

 

 

１ 監査実施箇所名 

神奈川県立東部総合職業技術校 

２ 監査実施日 

平成24年６月25日（平成24年４月16日及び同月17日職員調査） 

３ 監査の結果に関する報告の公表 

平成24年11月２日（神奈川県公報号外第81号）神奈川県監査委員公表第13号 

４ 監査の結果及び講じた措置の内容 

監査の結果 措置の内容 

（指導事項） 

庶務事務において、非常勤職員の通勤

手当の算定に誤りがあり、１件、69,564

円を過大に支給していた。 

 

指導事項の通勤手当については、平成24年

10月11日に本人から返納された。 

今後は、このようなことがないよう、複数

の職員による確認を徹底することにより、適

正な事務執行に努めることとした。 

 

 



１ 監査実施箇所名 

県土整備局総務部 

２ 監査実施日 

平成24年８月２日（平成24年６月19日から同月21日まで職員調査） 

３ 監査の結果に関する報告の公表 

平成24年11月２日（神奈川県公報号外第81号）神奈川県監査委員公表第13号 

４ 監査の結果及び講じた措置の内容 

監査の結果 措置の内容 

（指摘事項） 

次のとおり誤りがあり、事務処理が著

しく不適切であった。（経理課） 

１ 支出事務において、自動車借上料の

支払に当たり、政府契約の支払遅延防

止等に関する法律に定められた対価の

支払時期を超えて支払っていた。 

２ 財産管理事務において、自動販売機

の設置に係る建物賃貸借契約を締結す

る権限が神奈川県県有財産規則により

出先機関の長に委任されているにもか

かわらず、本庁機関において知事名で

契約を締結していた。 

 

指摘事項については、次のとおり措置し

た。 

１ 支出事務については、業務の進行管理が

不十分であったことによるものである。 

今後は、このようなことがないよう、職

員相互による点検体制に万全を期すととも

に、業務の進行管理の徹底を図ることによ

り、適正な事務執行に努めることとした。 

２ 財産管理事務については、神奈川県県有

財産規則の理解が不十分であったことによ

るものである。 

今後は、このようなことがないよう、神

奈川県県有財産規則等の周知徹底を図り、

適正な事務執行に努めることとした。 

 

 

１ 監査実施箇所名 

県土整備局道路部 

２ 監査実施日 

平成24年８月２日（平成24年６月７日及び同月８日職員調査） 

３ 監査の結果に関する報告の公表 

平成24年11月２日（神奈川県公報号外第81号）神奈川県監査委員公表第13号 

４ 監査の結果及び講じた措置の内容 

監査の結果 措置の内容 

（指摘事項） 

契約事務において、道路管理ステーシ

ョン管理業務委託契約の仕様書に、委託

に不適合な、労務管理上の問題に抵触す

る内容の条項があった。（道路管理課） 

 

指摘事項については、関係法令の理解が不

十分であったことによるものである。 

今後は、このようなことがないよう、関係

法令の理解の向上を図るとともに、複数職員

による確認体制を強化し、適正な事務執行に

努めることとした。 

 

 

１ 監査実施箇所名 

県土整備局河川下水道部 

２ 監査実施日 

平成24年８月２日（平成24年６月11日から同月13日まで職員調査） 

３ 監査の結果に関する報告の公表 

平成24年11月２日（神奈川県公報号外第81号）神奈川県監査委員公表第13号 



４ 監査の結果及び講じた措置の内容 

監査の結果 措置の内容 

（指摘事項） 

収入事務において、変更許可に伴う発

電用流水占用料の調定が著しく遅延して

いた。（流域海岸企画課） 

 

指摘事項については、流水占用料関係法令

の理解及び業務の進行管理が不十分であった

ことによるものである。 

今後は、このようなことがないよう、関係

法令の周知徹底を図るとともに、複数の職員

による点検を徹底することにより、適正な事

務執行に努めることとした。 

 

 

１ 監査実施箇所名 

神奈川県横浜川崎治水事務所 

２ 監査実施日 

平成24年４月26日（平成24年４月25日及び同月26日職員調査） 

３ 監査の結果に関する報告の公表 

平成24年11月２日（神奈川県公報号外第81号）神奈川県監査委員公表第13号 

４ 監査の結果及び講じた措置の内容 

監査の結果 措置の内容 

（指導事項） 

次のとおり、事務処理が著しく不適切

であった。 

１ 予算の執行において、次のとおり誤

りがあった。 

(1) 単価契約に基づく概算による支出

負担行為が遅れているものがあっ

た。 

(2) プール更衣室に設置するロッカー

の購入に当たり、その目的から、購

入の時期が不適切であった。また、

物品購入契約の履行確認に当たり、

神奈川県財務規則に定める検査に関

する調書を作成していなかった。さ

らには、購入物品の備品台帳の補正

に当たり、消耗品を備品として整理

していたほか、指定管理者に貸し付

ける備品について、貸付けの記載を

行っていなかった。 

２ 収入事務において、次のとおり誤り

があった。 

(1) 現金領収した公文書複写代につい

て、収入に係る調定を行っていなか

った。 

(2) 自動販売機の設置に伴う建物賃貸

借契約に係る土地建物等貸付収入に

ついて、契約に定める納付期限後に

調定を行っていた。 

 

指導事項については、次のとおり措置し

た。 

１  予算の執行については、次のとおりであ

る。 

(1) 支出負担行為の遅れについては、業務

の進行管理が不十分であったことによる

ものである。 

今後は、このようなことがないよう、

業務の進行管理の徹底を図ることによ

り、適正な事務執行に努めることとし

た。 

(2) 物品の購入時期が不適切であったこと

については、業務の進行管理が不十分で

あったため、発注依頼が遅れたことによ

るものである。 

また、検査調書の未作成及び備品台帳

の補正の不備については、関係規定に対

する理解及び職員相互の点検が不十分で

あったことによるものである。 

今後は、このようなことがないよう、

業務の進行管理を徹底するとともに、関

係規定の周知徹底を図り、職員相互によ

る点検体制を強化することにより、適正

な業務執行に努めることとした。 

２ 収入事務については、次のとおりであ

る。 

(1) 公文書複写代の調定手続もれについて



は、関係規定に対する理解及び職員相互

の点検が不十分であったことによるもの

である。 

今後は、このようなことがないよう、

関係規定の周知徹底を図るとともに、点

検体制を強化し、適正な事務執行に努め

ることとした。 

(2) 貸付収入の調定遅れについては、契約

内容の確認及び進行管理が不十分であっ

たことによるものである。 

今後は、このようなことがないよう、

契約内容の確認及び進行管理の徹底を図

ることにより、適正な事務執行に努める

こととした。 

 

 

１ 監査実施箇所名 

神奈川県横浜川崎治水事務所川崎治水センター 

２ 監査実施日 

平成24年４月26日（平成24年４月23日及び同月24日職員調査） 

３ 監査の結果に関する報告の公表 

平成24年11月２日（神奈川県公報号外第81号）神奈川県監査委員公表第13号 

４ 監査の結果及び講じた措置の内容 

監査の結果 措置の内容 

（指導事項） 

支出事務において、次のとおり誤りが

あり、事務処理が著しく不適切であっ

た。 

１ 水防配備の参集に要したタクシー借

上代の支出に当たり、資金前渡により

執行すべきところ、立替払により執行

しているものがあった。 

２ 消耗品の支払に当たり、請求書の名

義が見積書の名義と一致しないにもか

かわらず、支払っているものがあっ

た。 

３ 河川管理協力員謝礼金の支払に当た

り、四半期又は半期ごとに支払うべき

ところ、12か月分を一括して支払って

いた。 

 

指導事項の支出事務については、次のとお

り措置した。 

１ タクシー借上代の立替払については、財

務関係規定の理解が不十分であったことに

よるものである。 

今後は、このようなことがないよう、財

務関係規定の周知徹底を図り、適正な事務

執行に努めることとした。 

２ 消耗品の支払については、請求書に記載

された債権者の名義の確認が不十分であっ

たことによるものである。 

今後は、このようなことがないよう、請

求書の受領時に、複数の職員による債権者

名等の確認を徹底して行うことにより、適

正な事務執行に努めることした。 

３ 河川管理協力員謝礼金の支出について

は、業務の進行管理が不十分であったこと

によるものである。 

今後は、このようなことがないよう、担

当者はじめ関係職員で進行管理を徹底する

ことにより、適正な事務執行に努めること

とした。 

 

 



１ 監査実施箇所名 

神奈川県住宅営繕事務所 

２ 監査実施日 

平成24年８月３日（平成24年５月28日から同月30日まで職員調査） 

３ 監査の結果に関する報告の公表 

平成24年11月２日（神奈川県公報号外第81号）神奈川県監査委員公表第13号 

４ 監査の結果及び講じた措置の内容 

監査の結果 措置の内容 

（指導事項） 

次のとおり誤りがあり、事務処理が著

しく不適切であった。 

１ 収入事務において、市町村にすでに

所有権移転している土地について誤っ

て徴収した行政財産目的外使用料の還

付手続における事務処理が不適切であ

った。 

２ 契約事務において、工事監理業務委

託の中に、競争入札とすべきところ、

一者随意契約で行っているものがあっ

た。 

 

指導事項については、次のとおり措置し

た。 

１ 収入事務については、財産管理関係法令

及び神奈川県財務規則の理解が不十分であ

ったことによるものである。 

今後は、このようなことがないよう、関

係法令等の周知徹底を図るとともに、複数

の職員による確認体制を強化することによ

り、適正な事務執行に努めることとした。 

２ 契約事務については、契約方法の関係規

定の理解が不十分であったことによるもの

である。 

今後は、このようなことがないよう、関

係規定の周知徹底を図り、適正な事務執行

に努めることとした。 

 

 

１ 監査実施箇所名 

企業局総務部 

２ 監査実施日 

平成24年７月19日（平成24年５月14日から同月24日までのうち９日間職員調査） 

３ 監査の結果に関する報告の公表 

平成24年11月２日（神奈川県公報号外第81号）神奈川県監査委員公表第13号 

４ 監査の結果及び講じた措置の内容 

監査の結果 措置の内容 

（指摘事項） 

次のとおり誤りがあり、事務処理が著

しく不適切であった。（財産管理課） 

１ 収入事務において、行政資産の目的

外使用許可に係る使用料及び普通資産

の土地賃貸借契約に係る貸付料の調定

に３月を超えて遅れているものがあっ

た。 

２ 契約事務において、事前公募におけ

る業務実施要件の表現に不適切なもの

があった。 

 

指摘事項については、次のとおり措置し

た。 

１ 収入事務については、使用料及び貸付 

料に係る事務の進行管理が不十分であった

ことによるものである。 

今後は、このようなことがないよう、進

行管理を徹底するため、執行管理表を作成

し、当該事務の進捗状況を複数の職員で把

握し、適正な事務執行に努めることとし

た。 

２ 契約事務については、企業庁内の調整 

により、業務実施要件としたものである。 

一者随意契約の理由を事前に明示するこ



とで、万一当該要件でも参入する者がいる

かどうかを確認する目的で実施しているも

のであるが、今後は、全庁的な取扱いとの

整合を図りながら、対応することとした。 

 

 

１ 監査実施箇所名 

企業局水道部 

２ 監査実施日 

平成24年７月19日（平成24年５月14日から同月24日までのうち９日間職員調査） 

３ 監査の結果に関する報告の公表 

平成24年11月２日（神奈川県公報号外第81号）神奈川県監査委員公表第13号 

４ 監査の結果及び講じた措置の内容 

監査の結果 措置の内容 

（指摘事項） 

契約事務において、自動水質測定装置

賃貸借及び保守に係る業務委託に当た

り、仕様書に定める業務従事者証明書を

受託者に交付していなかった。（浄水

課） 

 

指摘事項については、仕様書に定める書類

の確認が不十分であったことによるものであ

り、当該証明書は平成24年６月27日に受託者

に交付した。 

今後は、このようなことがないよう、契約

内容について受託者と十分確認するととも

に、契約後提出が必要な書類についての確認

表等を作成し、適正な事務執行に努めること

とした。 

 

 

１ 監査実施箇所名 

神奈川県企業庁鎌倉水道営業所 

２ 監査実施日 

平成24年７月17日（平成24年２月７日及び同月８日職員調査） 

３ 監査の結果に関する報告の公表 

平成24年11月２日（神奈川県公報号外第81号）神奈川県監査委員公表第13号 

４ 監査の結果及び講じた措置の内容 

監査の結果 措置の内容 

（指導事項） 

収入事務において、行政資産の目的外

使用許可に伴う使用料の徴収に当たり、

期限までに納付しない者に対し、督促状

を発行していないものがあった。 

 

指導事項については、関係法規等に関する

理解と進行管理が不十分であったことによる

ものである。 

未納であった使用料は、文書での督促を行

い、平成24年２月27日に収入済となってい

る。 

今後は、このようなことがないよう、関係

法規等に関する理解を深めるとともに、複数

の職員による進行管理を徹底し、適正な事務

執行に努めることとした。 

 

 

 



１ 監査実施箇所名 

神奈川県企業庁酒匂川水系ダム管理事務所 

２ 監査実施日 

平成24年６月８日（平成24年４月12日及び同月13日職員調査） 

３ 監査の結果に関する報告の公表 

平成24年11月２日（神奈川県公報号外第81号）神奈川県監査委員公表第13号 

４ 監査の結果及び講じた措置の内容 

監査の結果 措置の内容 

（指導事項） 

次のとおり誤りがあり、事務処理が著

しく不適切であった。 

１ 予算の執行において、ダムカードの

作成に当たり、発注の内容を誤ったた

め、修正のための費用を加算して支払

っているものがあった。 

２ 庶務事務において、日々雇用職員の

雇用に当たり、臨時職員等の任用等に

関する要綱に定められた雇用の期間を

超えているものがあった。 

 

指導事項については、次のとおり措置し

た。 

１ 予算の執行については、印刷物の発注 

時及び校正時の内容の確認を怠ったことに

よるものである。 

今後は、このようなことがないよう、関

係各課等に回覧するとともに、印刷物の発

注時及び校正時に内容の確認を徹底するこ

とにより、適正な事務執行に努めることと

した。 

２ 庶務事務については、臨時職員等の任用

等に関する要綱の確認を怠ったことによる

ものである。 

今後は、このようなことがないよう、複

数の職員により雇用書を確認し、要綱に定

められた雇用期間による雇用を徹底するこ

とにより、適正な事務執行に努めることと

した。 

 

 

  


